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１ 学校評価委員会の実施内容 

（１）実施日時 令和７年１月１８日（土） １３時００分～１４時３０分 

            ・授業参観（午前中） 

・四者評価の結果報告 

・学校評価についての協議 

２ 参加者 

  校長：衣非まさ子  副校長：吉田真紀子 

  学校評議員：後藤孝子 河手正子 細谷浩史 フォルダー清子 

３ 評価の結果等            ※四者…児童・生徒、保護者、地域の方、教職員のこと。 

評価項目 四者※による学校評価ア

ンケートの結果分析 

◎（成果）、●（課題）、

⦿（成果と課題の両者を含む）  

次年度の教育活動の改善点 学校評価委員会での意見 

Ⅰ 学校全体について 

・学校の雰囲気、学習環

境、教職員の態度など

について、家庭・地域

との連携、地域人材の

活用などについて 

 

⦿学校全体について

は、保護者の肯定的

評価の割合は 80%以

上であったものの、

「学校での様子は楽

しそうである」につ

いては昨年度より

4.5 ポイント低下し

た。また、低学年児童

の「学校は楽しい」が

79.4%と８割を切っ

たことは大きな課題

と受け止めている。

学級の雰囲気、友達

関係、学習の理解等、

様々な理由により、

学校や教室に行きづ

らいと感じている児

童が増えていること

が要因と考えられ

る。 

教職員が明るく楽しく

児童と関わること、児童

の気持ちに寄り添い信

頼関係を築くことを基

本として、「いつでもだ

れにでも相談しやすい

環境づくり」に努める。

保護者や地域の方に対

しては、引き続き丁寧に

誠実に接することを心

がけていく。 

学校公開では、児童は楽

しそうに活動していた

が、低学年児童の肯定的

評価の割合が８割を下

回ったことは重く受け

止めるべきである。児童

と教員の信頼関係、児童

に寄り添う姿勢がます

ます大切になってくる。 



Ⅱ 教育目標について 

・教育目標、時程、教育内

容全体について 

 

◎保護者の肯定的評価

の割合は 85.2%であ

り、昨年度より約 8

ポイント上昇した。

「誰一人とり残さな

い」等の指導の重点

が共感を得たのでは

ないかと捉えてい

る。 

引き続き、「一人一人の

よさを生かす」「誰一人

とり残さない」「目標に

向かって、努力を続ける

プロセスを大切にする」

という学校経営の基本

方針を継続していく。特

に「誰一人とり残さな

い」を学校経営の土台に

置く。 

教育目標や指導の重点、

学校経営の基本方針は、

学校行事や学校公開の

場で具現化に向けた取

組が見られること、日常

の児童の姿から実感で

きることが大切である。 

Ⅲ 心の教育について 

・道徳科（道徳）の授業の

充実や児童・生徒の道

徳的実践力の向上に向

けた取組について 

 

◎保護者、児童とも８

割以上の高い評価を

得ることができた。

特に児童の評価が

90%以上と高い。年

間を通してのいじめ

防止の取組や指導に

より、命や思いやり、

いじめは許されない

ことについての意識

が児童の中に高まっ

ている。 

道徳科の授業の充実に

努めるとともに、年間を

通して、全教育活動の中

で「親切、思いやり」「生

命の尊さ」「相互理解」

等について指導する。 

道徳の授業で考えたこ

と、学んだことが実践と

して生かされることが

大切であり、その様子を

見取ってほしい。 

Ⅳ 学習指導等について 

・学力の定着・向上に向

けた授業の改善・充実、

少人数指導、○○タイ

ム、主体的に学習に取

り組む態度等の取組に

ついて 

・職場体験等体験活動、

自然宿泊体験教室、 

キャリア教育等の充実

について 

 

●保護者の肯定的評価

の割合は、昨年度と

ほぼ同様の 73.0%で

伸び悩んでいる。ま

た、児童への「学校の

勉強は分かります

か」の問いについて

は、高学年児童の肯

定的評価の割合は

92.5%であったが、低

学年児童は 79.9%で

昨年度よりも 9.6 ポ

イント下降した。「で

きた」「わかった」と

いう実感が伴わずに

学習が進行している

ことが考えられる。 

①児童が主体的に学び、

「できた」「わかった」を

実感できるよう「児童が自

ら問いをもち、すすんで学

習できるようにする」「単

元全体の見通しをもたせ

る」「ユニバーサルデザイ

ンの視点に基づいた分か

りやすい授業展開」に努め

ることを全教員が実践で

きるようにする。 

②交換授業や教科担任制

を取り入れ、授業内容の充

実を図る。 

③校内研究・学習指導研修

会・OJTペアによる授業づ

くりなどを通して学習指

導力の向上に努める。 

特に低学年は、教師の指

導力よりも、「話を聞い

てくれる」「相談にのっ

てくれる」「先生のこと

が好き」ということが、

学習への姿勢につなが

っているのではないか。 

教師から受け止めても

らえないと学習意欲も

低下する。 



Ⅴ 体育・健康教育につ

いて 

・体力向上、健康の促進

に向けた取組について 

 

●保護者の肯定的評価

の割合は、89.7%で

昨年度より約 20 ポ

イント上昇した。取

組自体は、昨年度と

大きな変更はなかっ

たことから、設問に

具体的な取組を記載

したことで保護者が

設問の意味をとらえ

やすくなり評価が上

がったと考えられ

る。 

引き続き、外遊びを推進

するとともに、なわとび

週間やなかよしマラソ

ンなどの取組の充実に

努め、運動の日常化及び

体力の向上を目指す。 

また、体育科の加配教員

の専門性を生かした体

育指導が、校内研修等を

通して他の教員にも波

及するようにする。 

今年度の取組を次年度

も継続してほしい。 

Ⅵ 特別活動について 

・学校行事の充実、異学

年交流活動、クラブ・

部活動の活性化などに

ついて 

 

◎保護者の肯定的評価

の割合は、86.2%で

昨年度より約 8 ポイ

ント上昇した。展覧

会アンケートから

は、展示内容や開催

時間の夜間延長が保

護者から好評だった

ことが分かる。児童

は、昨年度に引き続

き、９割以上の肯定

的評価を得ることが

できた。 

運動会は、開校１００周

年記念にちなんで種目

の内容を工夫するとと

もに、団体競技を行うな

どプログラムの編成を

一部変更する。各委員会

の委員長・副委員長で構

成される「開校１００周

年リーダー会」を要とし

て、児童の考えや希望を

最大限生かした児童主

体の周年の取組を推進

する。 

展覧会が１９時まで開

催され、ゆっくり鑑賞す

ることができよかった。 

Ⅶ 学校生活全般について 

＜生活指導＞ 

・生活規律の徹底、いじ

めや不登校の現状と対

応、教員の関わり方、 

特別支援教育への取組

などについて 

 

●保護者と地域の肯定

的評価の割合が 70%

台、教職員について

は 60%と大変低い結

果となった。一部の

児童や学級が落ち着

かない様子が見られ

たことが大きな要因

と考えられる。また、

その現状に対する学

校の対応が不十分と

評価されたことを重

く受け止めている。 

・学習規律、生活規律を徹

底させ、誰もが安心・安

全な学校生活を送るこ

とができるようにする。 

・生活指導夕会等を通して

いじめの早期発見、早期

対応に努める。 

・校内の別室登校対応の部

屋には学習指導講師や

学校教育支援員を常駐

させ、不登校傾向のある

児童が安心して過ごせ

る居場所とする。 

 

落ち着いた学校生活に

ついては、二極化してい

る。問題行動の見られる

児童だけでなく、「声に

出せない子どもたち」

「がまんしている子ど

もたち」への対応に努め

てほしい。 



＜防災教育・安全指導＞ 

・事故や災害に関する安

全教育や情報モラル教

育の充実、安全管理な

どについて 

 

◎防災教育に対する肯定

的評価の割合は、保護

者、児童とも 90%台と

高かった。安全教育に

ついては、保護者の肯

定的評価の割合は、

88.4%で昨年度よりも

約 18 ポイント上昇、児

童についても 95%以上

の高い評価であった。

様々な想定の避難訓練

やセーフティ教室など

の取組が高い肯定的評

価に結び付いていると

考えられる。 

改定した学校防災マニ

ュアルを全教員で共通

理解し、対応の徹底を図

る。引き続き、避難訓練

の大切さを児童に実感

させ、真剣に取り組ませ

る。毎月の安全指導はそ

の実施日時を指定する

ほか、各学年の発達段階

や実態に応じたセーフ

ティ教室を実施し、安全

教育の充実に努める。 

地域も避難所運営訓練

を実施するなど、学校と

連携しながら防災対策

を講じていく必要があ

る。 

＜幼・保・小・中連携＞ 

・中学校や同じ中学校区

の小学校との連携につ

いて 

・近隣の幼稚園・保育園

との連携について 

 

●小・中連携について

は、保護者の肯定的

評価の割合が 75.8%

で昨年度より約 18

ポイント上昇した。

設問に具体的な取組

を記載したことで評

価が上がったと考え

られる。 

小・中連携育成プログラ

ムに基づいて、中学校と

の児童・生徒交流や教員

同士の情報共有の場を

設ける。 

近隣の幼稚園や保育園

との連携も進めてほし

い。 

Ⅷ 情報の発信について 

・学校の情報発信の充実

について 

 

⦿保護者の肯定的評価

の割合は 76.5%と伸

び悩んでいる。 教職

員は 92.9%と大きな

差が生じている。学

校ホームページの周

知不足や保護者の

C4th Home&School

の未確認などが影響

していると考えられ

る。 

学校ホームページの学

校日記や学校だよりの

内容を充実させていく。 

学校ホームページをも

っとアピールするとよ

い。 

学校からはマイナスの

報告だけでなくプラス

の報告も積極的に行っ

てほしい。 

学級通信の発行も効果

的である。 



Ⅸ 教員の人材育成につ

いて 

・日常の職務をとおして

専門性と協働性の育

成、教育公務員の自覚

について 

 

◎教職員の肯定的評価

の割合は、96.4%で

あった。協働性の高

さや校内研修の充実

について評価を受け

たと認識している。 

引き続き、校内研究、

OJT ペアを生かした授

業づくり、学習指導研修

会、若手教員研修会の充

実を図っていく。 

それぞれの専門性が生

かせるようになってほ

しい。 

Ⅹ 教員の働き方改革に

ついて 

・校務支援システムの活

用、「チーム学校」を意

識した業務分担等、組

織的な業務の効率化・

最適化について 

 

◎教職員の肯定的評価

の割合は、78.6%で

あり、昨年度より 15

ポイント近く下降し

た。今年度は、教員の

入れ替えが多く、校

務支援システムに慣

れていない教員も多

かったことが要因の

一つと考えられる。 

引き続き、業務内容や校

務分掌の見直し・改善及

び組織力の向上を図る。 

週１回ノー会議デーを

設け、放課後の時間を主

体的かつ有効に活用で

きるようにする。 

先生たちには元気に明

るく働いてほしい。その

ためにもチームで協力

し、職務にあたってほし

い。 

Ⅺ 服務事故の防止につ

いて 

・服務事故防止に向けた

取組などについて 

◎個人情報の取扱いに

ついて意識が高まっ

ている。教室を密室

にしないことも定着

しつつある。 

引き続き、個人情報の持

ち出し管理簿の記入を

徹底する。 

仕事と心に余裕をもつ

ことが服務事故防止に

つながる。 

 

 


